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あっという間に夏休みも残り少なくなりました。地域の行事，家庭の手伝いなどしっかり貢

献できていますか？もちろん，自身のやるべき学習，部活動に習い事等も計画通り進めること

ができていますか？楽しいことはしっかりと楽しみながら良い思い出をつくることは大切で

す。しかし，やるべきことをその時のうちにしておかないと，後々自分自身で自分自身を苦し

めることになります。１学期の校長先生の式辞にもありましたが，夏休みは『自己を鍛える期

間』です。 

先延ばしにしたい気持ちは分かりますが，先延ばしにした分，友だちは自分より少し先に進

み，成長しているかもしれません。そこに追いつこうとするのはとても大変です。「もう追いつ

けないかも…」と気づいた時に自身の目標を下げることがないよう，人よりも少し多めの学習

や練習に励んでみましょう。努力を続けることは本当に大変ですが，目標を達成したとき，夢

に近づいたとき，本当の喜びを自身で感じることができるはずです。その気持ちを得ることは

なかなか難しいかもしれませんが，チャンスをものにする機会を逃すことがないよう，努力を

続けていきましょう。 

 

 

 

みんなが気持ちよく学校生活を送ることができるように，鳥対策，学校玄 

関の花壇，下足棚，エアコン清掃など様々な箇所を，修繕・整備してくれ

ています。みんなはその変化に気が付いて 

いますか？感謝の気持ちをもっ 

てありがたく使わせていただき， 

そして大切に学校生活を送って 

いきましょう。

 

                安全で安心のできる学校のためにはみんなの心が大切で

す。自分は平気，自分は当たり前であっても，相手にとっては平気でなく，当たり前ではない

ことは多々あります。相手の立場となって考えられる人，そして多くの考え方があると受け止

め，それを理解して行動できる集団であってほしいです。集団を高めることができると学校の

行事はとても盛大になり楽しくなります。みんなの心に期待です。 

ここで再確認しよう。相手にとって嫌な気持ちとなる， 

心に『ちくっと刺さるような』 

を無くします。 
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